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Goetheが言った言葉に「科学の歴史はそれ自体が科
学である」というのがある。この言葉は医学についても
適用されるべきものであるのは当然であると思われるの
に，日本ではどういうわけか，医史学は余り正当なとり
扱いを受けていない。それが正当なとり扱いか，否かは
医史学が大学で行なわれているかどうかに最も端的に表
われている。
千葉大学医学部ではさすがに医史学に対する正しい評
価を前々から持ち続けられ，医史学講座が行なわれたの
はもちろん，医史学の研究に熱心な先生方も多数おられ
たし，現在もなお少なからずおられるように見受けられ
るのはまことにたのもしい。
私は前任者和田正系先生の後をうけて，鈴木宜民教授
のおすすめに従って， 4年前から医史学の講義をやらせ
て頂いている。私が乏しきをも顧みず，あえてこれをお
引き受けしたのは，ほかでもない，この大学における医
史学の灯火を消してはならないと思ったからである。
もともと千葉の地は日本の医史学の上から考えて重要
なところのひとつである。日本の近代医学のにない手で
あった佐藤泰然，佐藤尚中，松本順の一家が活躍し，生 
買天堂を中心とした事蹟'1まれた土地であるので，佐倉の
が医史学上の研究課題として重要視されて来たのであ
る。従ってそれ等の関係史料もここにはなお保存されて
いるわけで，この地と医史学とのかかわり合いはますま
す深いものとなって来る。
最近，私は『解体新書』の全文を始めから終りまでく
まなく読む機会に接した。読む機会というより，読まさ
れた機会と言う方が一層適切であろうと思うが，これま
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で私はこの本に何度も手に触れながら，部分的には読ん
でも，始めから終りまで読み通したことは一度もなかっ
た。まことに恥しい限りで，自分の不明を責めるばかり
である。
読み通した結果，この本の重要性をあらためて見直し
たというのが，今の私の偽らざる心境である。杉田玄白
たちが，この本をぜがひでも出そうという熱意がひしひ
しとこちらに迫って来るのを第ーに感じないわけにはい
かなかった。これまではただ漠然とそのように考えて来
たに過ぎ、なかったが，こんどはじめて杉田玄白などの烈
々たる熱意熱気に打たれたのである。
第二に感じたのは，杉田玄白たちの学識の深さと本書
を世に公けにすることについて周伺!な用意とである。こ
の点についても私はこれまで全く考えないではなかった
のであるが，こんど読み通してみて，私の考えが大いに
甘かったことがよく分った。その結果p ついに『解体新
書』が上木され，日本における西洋医学研究への大道が
はじめて聞かれたのである。私どもはもっと謙虚にこの
書に接すべきであり，軽々しくこの書に対して批判の言
をはくべきではないとつくづく思った。
こういうことになると事態はなかなか深刻である。私
は皮相的な考え方をこれまで余りに多くとってきたので
はないだろうかという反省にしきりに悩まされている。
この一事からしても医史学的研究が重要であるという
一端が理解して頂けたと思う。この意味で，この大学の
医史学の講義を長く長く続けて頂きたいし，ひいては医
史学的研究がこの大学でもっともっと行なわれたらと思
フ。
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